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　萄盆地北部を流れゼ）高瀬／準鹿島川・ll墓／賦熊の表

亨爺ガく穏二．、1．1窺音葬で・発’曝用ガくに／i撫孝箒さ才し鍾調イ系植費i噌》．）うち

水無川となつている期間が多い。達髪た漸側1．、il地から・憲す

る各河川はいずれも扇頂部において，かんがい用に取水

さ象しることと艶　等幾溝義ア蝕ゐ弐が瀦幾一をることに，よ・つて』，　中ガ ド

流部では水無川の現象を呈している．したがつて当地域

では産業用水としての河川表流水の利用はきわめて瀕難

で撫る。

　慧）松本議地北部は複合扇状地からな！），新期扇状地

と鵜期扇状地に分け鋭れる．新期扇状地と旧期扇状地の

境界は多くグ）場合，段旋崖蜜たは侵食崖によ／、）て麟され

ている。

　勤　糞慰域内を流れる唱諸河川グ）浅滞水およびカ・んがい鞘

水の伏没量は非かんがい期に4撚鰯難c程度と推定され，

有力な地下水供給源となつてい萄。また新絹扇状地に拡

がる水田からも地柵『1『擁くの銚給が費球監才1〉れ，かん・がい期に

二おける警すハiこおよoぐ湾く1王iなど’カ》らび）・藝爽將　…美藩激糸勺30鍵生3ノ獣鷺
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示しノてお1），他の資繁トによる“試、算結果では難月～3鱒の

1絹1ま暮細iO簸繕〆欝叙｝夢暮消～蓼遡の購瀞激2（）脚2暮至雄3／s奪鷺，そ

のほかの月は憩～欝m諸／灘の湧水量を維持｛、ノている．

　慕）　本地城の帯水麟は主として砂および砂礫などから

なiり，禰辺1．i麓部および犀川沿いの．i掘Xで薄く，豊科町

却箏恵i・覇縷ゴの．も也曝貰こ1愚力、ーうて／裂1くなー）てマ・萎）、、帯：ガく／鱒輯二甚虻二

科町付近で深度繍○撒まで’確認され、ている．、帯水麟の良

否は地懸こよi）一・1茶でなく，，特川扇状地、の末端1部付近が

おおむね良好である。

　　鋤　本地域で｝欝水1ジ規模が他》灘鮫べて劣’ると考えら
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　学）　地下水・位の年変イヒは標高の高い地区“費は大きく，

湧水地帯周辺で最も鍋ない．また水比抵抗値は誉，000一

⑳，000Ω一£搬の範囲にあつて灘勧i鱒期扇状地で高く，豊

科町、ll二、鵜羽一踏入にかけての地区が最も低い．水比抵抗

グ）潰1芝条吉鐸亀て鷺汰豊　、鶴邦蜂鶏力異㌧静恵高瀞骸こi憩力、1）i菟女子な貧餐ガく

帯が認められる．

　8）　壌職套組ま或て鶯」齢ける；1聾三来グ）．i也㌣罫ガくll鐸拶達勇β倉髄量シ激力、んノカ＆

レ湛》葺こ乎窪　君｛）（），｛）oO賞｝3！（輸y葉呈！斐よ力弐．鍵βゐま才Lる。　しノカ蔦し誹！

かん・がマ期には溝i水美滋帯への影響などを考慮L、なけれ。ば

ならないので欝前述σ）水竃より下廻わ、、）で凄ろう。

　獅　調査地域内では約撫本の井戸が掘られ，農業用・

工業用および水道堀などの水源とレて利用されている．

工業用および水道用はi年を通じて揚水され，その合計

揚水1．数は約謬○，◎00m3雌闘である，，農業用汰かんがい期

（難月～参月）のみ揚水されていて揚水量は，鑓大総，900

欝轡慮yに逮するものと推定される．

　葉、㊥調査地域内を流れる河川表飾水の水質は金般的に

良質である．これらの縄川のうち流域薦積の大きい高瀬

川および梓川では他に較べて溶存成分が多くな’てい

馨｝．地下水の水質は鉄（軸2’うがきわめて少なく，さら
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の闇発利用が期待され、る．しかし，プ．の地下水を小地域

で取得する場禽には，取水地、転の・選定・揚水量1などを，

よ1）一層明らか瓢するための精密な調査が必要である、，

なお大町市付近は．1靴笥、に精確な地、下水調査を行ない減少

していく地下水を保｛・するよう努めねばならない．
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松本盆地北部の地下水（序　和讐・菅野敏夫・後藤隼次〉

翌．緒　　欝

　信濃川水系梓川下流部から大町llぎに至る高瀬川沿いの

平地は一州名安雲平野と呼ばれ松本盆地の北部に含まれて

いる。

　当地域は南方の松本市・塩尻市・諏訪市などとともに

昭和38年に内陸新産業都市として指定され，各市駒封で

は辱々とその準備と対策をなとのえている．この地域は

古くから広大な桑畠を背景とした蚕糸工業，溝澄癒湧水

を利用したわさびの栽培および醸造工業などに、1こつて支

えられてきた．その後驚，3大規模な繊維工場葬化’戦．1．1

場などが設けられ，さ　に近・辮になつて中小規模魂）弱電

薫業，機械工業などが進出してきた．そうしてこれ擁の

諸二1、業では工業用水源を地下水に依存している工場が多

い難

　当地域を縦断する大糸線に沿つた各市町村では工易適

地を準備してお摯，将来田園的な内陸工業地帯として発

達することが見込厳れ・工業用水の需要は厳す塞す増大

するも¢）と鍔えられる．また当地は北アルプスの登山1二！

および黒部第嫁ダムの入1 iにも嶽り，観光的にも発展す

るものと思われ観光二詣業およびそれに付随した諸産業に

要する水も今後増加していくものとみられる．したがー．）

て当地域における地下水の賦存状況，取得河能量などの

規模を明らかにLておくことは，今後の産業用水取得に

際しての基礎資料と㌧て叢要である．本調査は，昭和頒

年～36年に行なった松本、醗地南部の水理，水文調査に関

連して行なわれたものであ賛，本報11は，松本盆地北部

における地下水の賦存状況，流動状態，供給量などの一

端を明らカにしたものである．

　なお，調査に際しては，松本濱をはじめ関係各翻聯付

および調査の対象となつた工場，事業所などダ）関係答位

か・熱心なる協力をた裏わつた．ごこに深く謝懲を表す

る次第である。

鷺．講欝の幾模

調査範闘

　第蚤図に｝要す範囲内，漸積約簸Ol轍醤．

　五万分のi地形図，大瞬霞儒濃池繊・松本参照．

調査期問

　昭和S零年嚢灘斜溺一襲月器1・1

水比抵抗，水混，地下水位の測定　　　約§○カ所

流量測定箇所　　　　　　　　約葱紛ヵ所

調査の対象となつた工場　　　　　　　　姦．ll二揚

収集したボーyング柱状図　　　　　　　約20本

　　　　　　　メ難潟県ll

　　　　　彗i綜i　l本職地北部濁査地1或図

深井戸揚水試験

畿　梓川および嵩瀬川水叢の概観

i力翫

　馨．蓋河川幾模

　信濃川水系高瀬川はその源を北アルプスφ識三峰，櫨ガ

岳の北側に発し，おもに花騰岩難奪）地域を北ないし北東

に向け流下し大町市『日東付近にて山塘部を脱する．平地

に出〆蕩瀬川は三蕪璽鐵か羨発する鹿罵川，青木湖から発

する農具川などを微わせ，南に向かつて徳、箭町東方で乳

州・中房川・、特川などの諸支流を合して犀川錨＾流す

る．本流の流路延長は約§Ol難，大町市から上流の流域

面積は約詑然撚爵である，、一一方源を槍ガ岳の南側か～発

する梓川はお｛　1鉱層の地域を南流／、乗鞍騰付近にて

流路を東北にかえ，波田村赤松付近にて山地部を脱す

る．平地部にでた梓川は松本毒化方で奈良井川を合流L

／剰駐ゴよ鵜さらに奈良井川禽流点から約融慧嵐駕、下流で

1，ll瀬川と合流する．

　飛騨1、ll地の東側斜1酬こ源を発する諸支流の流域面積は

それぞれ，鹿島川蕪1還撒驚，乳川盤k鷺肇，中房川灘短♂，

、麹1縛Ok瓢雲，黒沢川欝茎燃詳であり，鹿島川は薫瓜流部で

発電用水に取水されるため1鵯由地部を脱する付近でグ）平

水溝歎は最も少ない．盆地内における河川勾配は梓川お
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よび高瀬川が，鐙／憩○○一器、〆欝○○夢、鶴州などの諸支流が

懲卿欝○癖鱒卿憩○○で澄オ），　いずれも急流溝川に属して

いる。河床の地質は上中流部では粒径の大懸い礫からな

搬，下流羅～では聡町瞬1立雇釜がバ、さくなる．押欝U饗籍流オくの漁

養源であ灘、1彪部における銀年平均降水量は慧，む○伽襯嵐

以．．1二であつて，そのうち冬期における降雪がかな！）大き

な割合をしめている。舞ぎ韓瀬に平地部のf矯表的な地、轄に

おける降水量の月鯛累年平均を示している，塞た第3図

鉱、鶴州お、よび中湧川の半旬Xl煮均流量ぴ）慧奪ζ問累孟1三平均流

量を示し’でいる．これらによると1斑川流量は貰独雪の擬｝ま

る3月下旬から息月．録旬ごろから懸、激紅増加U，暮月～

7薄の梅蝦誓麹鋒こ最二大とな1）おλ後・脅掻嫌寺を1徐いて1斬次灘財レ

し，薫月から慧月紅かけて最少となっている．これら諸

河川は山地部を脱する付近で農業用水あるいは発電用水

に敬響暮されることと，・表・流雌くグ）｛犬落乏が顎警支、いことから崖菱

水期以外は水無川となつている．嵩瀬川水系では大瞬布

大出地先において本流，籠川，鹿島川，青木湖からの表

流水はほとんど全量取木され，導水賂韓よつて犀川下流

の発電所に送られている。そのため大町から下流の高瀬

川は洪水時などとくに流量の多い時を除いて常時は水無

川となつている。叢た支流鮮のうち翁黒沢川は尻無州で

あり農業用水鏡取得された残りの表流水は全量扇状地の

上中流部で伏没している．

　黎．鷺　地形・地質の概饗

　松本市から大町市続かけての平野は東藤爾面を断層に

よつて鑑嬉さオもている地溝盆ま磁である。壷醗；1癌の瀦葺側はおも

に宵生繹壽と花闘岩からなる飛騨β．i地で，断層崖と1翁状地

群がみられ，、鑑地の東側は集塊岩などの第三紀麟からな

る筑廉1、1．i地であ！），茜縁には崖錐群がみられる。

　三艦．糞也普鞠愈響麻嚢蹴末かを三〉沖零責世｝籾其聡こ譲そ3ける藩f川？賜監靖圭

積物と考えられる扇状地、群（ここでは購期扇状地とづ㎝

愚）と現世の河川氾濫堆積物からなる沖積扇状地（ここ

では新期扇状地とよぶことにする）韓大きく分けられ

る，，熱期扇状地裂準グ）比i辮は繍○～2（矯蹴であi），象趨二表面

勾配は23／鐙00一蕪○、ノ獅○である、，おもな茸三糊扇状地の

面積は鹿島ハ1捻i鞘避，申房川窯3茎篇蛍書，、驚川3（》k慧窯，黒

沢川i謬k撒露な、どであり，　柴琴沢川癒il｝沃類三は濯菰歪或蘭積に比

較いぐかな甑大きく，中房川扇状地はそダ）中心角が約

懲鋼で最も広がつでいる．

　新期扇状地はおもに梓川および高瀬川によつて作られ

姦一（i獄｝）
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たもグ）で鱒期扇状地との境界は多くの揚合，段丘崖また

、は侵食醗によつて劃されぐいる・その境界は梓川村宇丸
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うに穂鳥町東方地区は松、本盆地で最も標運、頭低い地域で

あiり，表流水はもとよ葦）地下水も収鰍的に集超），ゾ藩

な湧水1也帯を形作つている。

墨．　ジ響消流域の罐く業

　墨．黛　畿流水の伏没鐙
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　！）　鹿唇島川1扇）氏運辞磁区

　当地区ではかんがい用水路と発電用水路が輻，軽L測定

作業がかな！り困難であり，一部の水路轍ついては測定を

行なつていないものもあるが，おおよそ次のことがい鍛し

るむ

　地区内に流入する鹿島洲・籠川・農殿．川などの表流蟹

は約濤．繊m3〆総鷺であ勢，そのうち約Lぬ瀞／総禦が発竃

永賂鱗取得されるので差引約黛護伽達轡醗£カ＆地区内の演

川敷およびかんがい用水路に流入する水量である、，これ

鵜対し地区：か）の覇詳1・流出量1は慧，欝凱諺／総cなグ）で夢　減

乙レ煮は｛）．璽7凱翔総鶏とな至）＝調査肖寺／慧二総け鵜｛犬没ll煮は扇）1肉

葦毯激藩資に勲妬弍てきオ）めてノ♪ない．

　窯）　撃し規扇帽蔀也黄翻〉く、

　乳川扇状地では卿賠i／轍おけ厩ン地区内への流入『1は

○．欝撒墾襯であ1），扇端部における流出量は甑欝翫1謂

齢Cであり差罰灘約窺爆凱糞／総菰の’1戎少が認められる、，

　3）　郵争房1川1翁）が慧癒玄嚢曝茎

　ミ鋳士愚区、では、Ll瓶蜘珪流入蓼糞が，L7野＄蹴3！s轍〕夢　謄覇貢蒲薪1に

おける流出量が茎．詑撫黎〆欝むであ参，差引き準・ヲG護患が／㈱鶏

の表流水が減少している．な．お，流入灘測定地、藍、、ミにおけ

る中房ζ川は艶表流水がみ麿）れ脚ず1拠、述凝）減身薦、は用水路の

嘉みかンの1威乙身重養を背鳶しいぐいる。

　媛）　、特川難蒜迂犬翅暴翻煮

　当地区における．．1二流側流入甑窪約箋．7騰瀞／総cで凄り

そのうち烏川の流量は瓶｛）鰺熱黎編難鶏であ苓。これに対し

て“1流側断灘の用水路の流出驚計は幾盤瓢緊敬1であ！），

差雛き○．鑓細轡繍の表流水が減姐、ている．

　難）　嬉、沢川扇嘆犬地葦磁欝．

　’1地獲、においては満。謝ぐ地末端における流出がみられな

いので、／二流側流入量○．嵐鱒燃3〆鋤鷺力　！地区鰭おける表

覇澄1くのむ霞身鶯至とな、る，

　以．ヒのように鹿島川扇状地を除、各地区では、k流側流

　ン）30％以上に当る水量が扇状地び坤・下流部で減少し

ている．なお、．i：エ流側流量測定断爾は扇頂部、封）下流で測

慮しておiり，本流は扇頂部か残測定位置談での間で雀、，

かな貿）水量が伏没するものと騰えられる．また、水路か

繍）蒸発散量は測定していないが，ごく少量とみられ，

未測定∀）伏没量と相殺される董、闘）と考えて差支えない。

そこで薦側旧期扇状地におけ謹）蓑流水の地下水供給量

を，葱．蕪燃努総章とし．ても1大差はない、

　調査期間中の梓川は梓橋付近で馨～編轡鰭の表流水

籔があ1），昭和3騎弾月調査4）時期は両岸地下水位力　1

く，驚月は低い時期に当るので欝年η担）測定結果から

推1定すると：少なくも黛・》3燃翻鎌な程度マ激｛犬没していると

、懲、われる．梓川の伏没水は，驚甲および今側の地下水調

査の結果，おもに梓川左爆側グ）ま娩下水に供給気．ているこ

とが明爵，かなので塁調査地域における表流水からの地下

水供給屡、の合計は約．嶺が！辮姥推定される、，調査時は渇

水期の始めに赫），欝月か角誌甥の融雪期象での間は姦

驚穆総c程度もしくは，それより若干下1廻，、）潔度の供給

爆ζとみられるゆ

　鹿、1．毒川扇状癒では蓋朝から融雪期蜜での間は表流水か

らの地下水供給はほとんど行なわれず，また融雪期にお

いてもま購汕地で発電用に取水される関係かダ　河川か

らの｛犬没醤愈期待響落ないと、思わ定しる．

　墨．慧　かんがい期瓢おけ愚地下水供給羅の試算

　鹿島川扇状地および高瀬川沿いの低簸を除く調査地域

内び）水剛こ取得されるかんがい用水量は昭和3錘iぴ）資料

慧一（葱蓼紛



松本盆．地北部の地下水（潔　和男趣菅野敏夫・後藤隼次〉

によると艶、留ノ珪が薯爆萄糸勺歌難騰き拶韓c翠　中1騰iノ縫が熟（｝驚さ〆

s難cシ浮し川が〔》．器縣御蹴叢き料蒼川拝1壌くが亙窯漁穆s磁離などであ

肇爵　こ津しに「控穿力薫醸，蕪舞鷹三偉テ門、用ガく，薬墨勲ミ川などを｛摯計邪す

ると約鱒騰胃総艦と推定される．合騰ト器勲刃s馨鶏のかノ秘・が

い用水は新期扇状地の水田に湛水され，この地域の水田

からの蒸発散量を多いめに兇積もつても約顧轡㈱（》に

づ櫓ぎない（ゆで装残誌）i嚢燃s爲礁総が簿　7kl鷺お、柔びかんノがい

用水賂から地下に浸透する水量となる。なお，かんがい

用水の残水は梓川および犀川には流出しておらず，窟た

湧水地帯周囲の水田では矢原ま籔からの用水を得ている状

態なので，　心ヒ記慧撒s！鑓鷺財）かんがい用水は湧水地帯に

流入Lていないものとみて差支えな．い．

　かんがい期に河規から地下水獣給が行なわれるおもな

演川は梓川・鳥川・中房川などがある．梓川は昭和器年

7月の測定結果から平均慕．駄粛〆鰍燃と推定され，烏川お

、よび中房ζ川は，1．u地翻玉における盲懸黛とかノvがい用ガく舞矯等

量からそれぞれL勧が！騰導，焦7撒露煙Cと推定される。

　乏磁き特芦霧i鍔ツu礁およなミ葬報頼邦曾登いイ壌ま慮におをするかん漆嵐い

拝レ蝕ゴ歎は昭鷺露講彗三ポ）馨翻斗によ薯しξ譲薫（）難譲／s曇鴛凝、，．ヒと麗鯨驚

され，そのうち少なくも3一麟が細導は地下／こ浸透し湧

水地帯に向かつて流勤レぐいるものと思われる。

　以．／：二各扇状地における伏没量を合計すると約撫麟鴛轡轍

とな！）塞　こ壌駕が力嘱んがいi期に1おける糞・流、ガくおよ導》執欝τ泌蔦

らの養甑一ド躍く糞媛糸脅茎義となる。

　姦．鯵　盤舞フ郵態慰欝1鱗お1ヂ馨1勇署1ぐ灘

　璽戴辮1町東音嬉，／輩．川，駒恵騰ぎ芦1撃謡脅力聾蕪に翻まオτた鱒三1難に

瀬積約7．灘臓譲の湧水臨帯があつて，わさび畑，水路な

どから湧ほ1した水は集ま鷲）て万水川となや欝箋川に合流し

ている．湧7臆薫は機i彰残に譲》多飛・する万7勲州瀞醒歎力演ら重鱒ガ録癒

帯に流入するかんがい用水の合1汁水、黛を差引いて求めた．

その測定結果は第驚表に示してある、ごの結果では湧水

地準浮に1鎌入するかノレがい用水葉鴛は合讃・約薫鷺3驚欝ノ驚礁鮮万
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餐
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鰐

筆8鑓　　馨謄　雛、翫藩≦に華．藩ナるホく爵熱状醒

水川蒙窺量は欝．春瓢き〆総馨であ勢差引き糸ミμ姦誰撚s編娩鶏が湧

水している驚ととなる、，第7図に1男水地帯内のある水路

における流黛二の経．年変イ麺をア罫してあ甲、、ごの流数はかん

がい用水の残水ヌう農簿干灘象れてい懲が夕湧水の季節的変

化を表わしノているとみて差支えなレ・。こグ図凱、よると欝

瑠の湧水雛は年変イ1望）ほぽ平均髄1に当L），鴛摺から3月

までの慧葛水、期は嚢月の約渥夢　難月から嚢甥歳では警月び）

約2倍の湧水量1を維持してい竃）ことが判明した。そこで

黛月に実測した湧1水量を基にしで湧水地帯黛城からの撃

飾的湧フ郵量を；推定すると鴛月か象）3月、蟄での欝捧よ，　5癬

灘覇3ノ総鴛，難欝から愚、／4までの間は2（1～器蟹亨総“と懸

嘉

難．　欝ン1く蛮癒盤の規率蔓

　謬．蒸　帯水騒齢分布とその性質

　調査地城には二蕪業用・農業用・上水道用などζ）深井戸

が約慕（｝本、・餓在七．ているが，地質標本灘1齢）れる井戸1ギ数

少癒く，地質柱状図も．1部は残されていない、また本巡

域の周辺1、母慰を構成する古鷺／lおよび第三紀繍などめ非

帯水層を基盤とみなせば，一雛盤にまで到逮じてヤ・鷺井戸

はプ《翼盲賛と黒沢川海頂音1鍵1慧屈ら才け1二慧驚執以外にはなく熔璋

水地盤抑）1貌を明ら、かにするには資料が少ない・第釧鱗

に得られた地質柱状図のうちの若ヂを，おおむね北……南

の方向に並べて示した．柱状図の得られたプ＝誇の泣置は

第2｛）図に示してある，，また各井戸の揚水爆こと水位i蜂下σ）

関係を第嚢図に示美、・た、（第婁図および第襲図参照）

　鹿島川扇状晒の末隔端調～には二1場の深井弄～が書数本みら

離．う菱醗）う賄の一 ・本の穏三）伏1翼1欝夢絃1深度墨7類以下が；岩難叢

纐！
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　　学、享慮田磁ゴ、臨水長鑓承霧1
　　露，薯益匪縄薩難→羅く灘雌く護謹

　　嚢、1憩商璽ぼ柵熱屡く濃承灘
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　鑑翼
亙建．豊科町．ヒ承道ガく源

欝．豊科町臨水道水源
慧o．豊零1阻烹オく灘水源

2！．三頻蒔オ纏．無水灘婚く源
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松本盈地北部の地下水（岸　和男・菅野敏夫・後藤難次）

と鎌己－載、さ薄・してレ・る，　L〆力義し、そこ力諮誘ヒ東に慧羅（）灘冒雛れ、翫

深、度略難雌の井戸お、虹び南方に約工藍燃壽雛れた深膜：約駅1

騰の井戸ではともに藷薄盤に到1嚢していオ£い、また購鯉阪地

．．ヒ部の鹿、賠川沿い（精確な位置不明）に試掘した深度約

碧燃の井戸も基盤に当つていない．容水地盤はいずれも

三聡・石混！）の砂礫からなつておi），各井戸び）揚水獣と水呑ン1

降下の割合によると，この地区、の帯水1羅は比較的透水性

がすぐれている竃，のと推定され』儲L．かしこの地区の一

部では講慰由幅ドガ蛭｝里菰が40驚にも 達し，有三問の縛蛭立変動も大き

く争　とくに蘇乱々／也下雌く位力将威下している」伏態なので雰／愚

下水の取得は必ずしも容易とはいい難い．［

　高瀬川沿いの池田町には深魔約暮○裳解）水道水溺、揖が轟

静，基盤には到達していないといわれている。井戸は約

雲撒の賄離をおいて深度び）異なるものが窯本掘られてお

り，葱本¢）深井戸を揚水しノ麟　　　他の井戸への二f二渉が

少なく帯水騒横ご若干の粘：1層が存在することが推定さ

れ，揚水薫の剖禽に水位降・下がやや大きい．高瀬川右岸

松川村の沖積低地では深度約憩瓢まで，神戸原1疑期扇状

地の申部（標高約700m）では深度鴛驚まで，それぞれ

玉蕎混り砂礫からなる帯水層が確認されている．鳥川扇

状地では標高慕0馳窯付近に憩数本の上水道水源と農業用

水源があ！）左岸扇状地では深度藝○瓢，右岸扇状地では

深度欝○難まで帯水層が確認されてい恐、，｝、蕎水層は粘土

質がかな！）多くな諺，揚水量と水鑓：降下の関係か1），みる

と，調査地域内では透水性が低い戴うに属づ牌る，、

　梓川新期扇状地のほぼ申央部にl！lる豊科町荒井／こは調

査地域で取も深い，深度罵蝕薫の工業用井戸が婁轡，そ

の南方約鋪驚の地点には、1二水道用の深度麟○一篤伍薫鳶）

井戸が雛本ある、柱状図に、よれば男戸深度は基盤に到達

せず季帯7k麟はうすい激ll．1二層を1数層はさむほ療隊はヨ気石混

いフ砂礫からなる、、これに対し蕊・獣燃東方の豊科町熊

倉，反所では銭一欝鵬で基盤に’鱒，さらにそのすぐ東

側には基盤の露出している小、臨陵がみられる．談、た灘川

の右岸平地では蕪一亙罪魚で基！盤に到圭叢するといわれてい

融。このように犀川沿いの地区では基盤が雛わめて浅

く，豊科町㎜／嚢卜岡町柳原一穂高町恵光院を結んだ線沁

ら瞬側に海かつて、急激に基盤が深くなるものと考えられ

る、、第熱図に豊科町嬬二嚇から、鴨川扇状地頂部にかけての

超y質繍！新薦を∫鋒してある、豊科i貯から穣1高1鷲藷確にかけて鈴碧f

期扇援地では，帯水層の水理的性質が・一醸でなく，腸所

齢よ夢かな静異なつている．すなわち豊科町酋方の烏川

扇状地の末端に当る井欝では1約○．難罵の水位降下で

欝0飯♂／撫ン賦）揚水を行なつており，この付近は調査地

域で鍛もすぐれた帯水層が蘇ン布L〆ている地区といえる、、

これに対し豊糊町南部地1蒸二は揚水量の割1煮に水泣降．下が

大蓉く驚灘鍛顕或としては帯オ鰐ilの’黙三質はよくない、
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近に農業用水源と上水道水源井が掘られてお摯深度慧○

撚で基盤頓到達辻．ていない．上摂尾の農業用井戸では取

大約矯，ゆ（）（）燃3薄寺　の揚水を行なつてい華〉が，水位1蜂．下と

の割合からみると帯水繍の透水性は1籍象りすぐれていな

いものとジ縁漫．られ燈。
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沿い鐙一一部の地区を1徐き燭辺1頃難部から平野！・1附ヂ嬢鄭に1司

か煮　丸，詠に深くなり．　こc　l二におも齢イ沙塁樂からなる響水

ま翻盤がヲ渤戊されてい恐．

　容水地盤iはおもに毒繋・砂および粘土を少量禽む砂誉樂な

どからな！），一般に連続1生に欝んだ懸汁層をはさむこと
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メ磁質簿絹薦釜ll響月準隆　（欝峯鷲違継　第4ド難）
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類の1蕩さは同溝磁、職における歳幽灘縫藪三下鱈くの7麺蟹の高さと

ほぼ闘じである．このごとはま茎、旨／磁」癒においては，葉業蒲／の

地下水でも熱三む噸地下灌く的な姓質をもつている醍櫨牽
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透水量係数と帯水層の貯溜・繕三縮を示す貯溜係数を測定
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松本盆塊北部の露癒下水（爆　和簿・菅野撫窯夫・後寡藁隼．次）
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おけ愚水位降下（井芦干1蓉蒙の度合）は第3表の，ように示

麟「貰、る、

　今回｝鞍められた肇透水僕嚢係1数と昭恥爆脳＝1三に求めら才した壕公

本市小屋地先における透水量係数を用いて，松本盆地北

部における透水係数と比湧1．撮藪（水位降下無爆鱒の揚

水量）との関係を第欝図に示した．

　憲た調査地城内における各井戸の比湧1．娯量（第劇鐵に

よつて求められ恐）を第慧図の1薮線、ヒにプ雛ットL！ぐ求
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地質調講導雪粥報　（婁駕裏7書懸　舞事鑑号）
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すなわち湧水地帯付近では少な、蒐、・・．

　簸下水面の形態は大局的にみれば，地形に準じノ講辺山
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地下水樹新漸，第18図に梓川新期扇状地1こおける地下水

位の等高線を歩鋒し1配．これ、に』よると地下；水1薫の勾配は地

形勾配に関係が少熊く，虞／鋤○～8！欝叙）である。Lたが

つて地形勾1窮が急な扇状地『では，標高が1葛くなると地下

水面が深くなi），勾配のゆるい扇状地では標高が高くて
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松本盆地北部の地下水（岸　灘畷・菅野敏夫・後藤隼次）

～
嵐

～

、
駅、F
モき
』！

壕

、，、、

　、㌔騒、

　▽｛ 　無，．v＿　譜》

雛工6図　　撚｝「本盤重懲北醗雲における態』罫水麟康黄奪》萄揺（三〉り再鯵　（恥（φ（の

　導．窯　水比抵統・水温
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慕糠を示し，おおむね新期扇状地では，麟，（）（X）黛鴫撫以一1㍉

購期扇状地で強汰欝，（）（X）Ω鴫驚以、ヒの値1を示している暮

購期扇状地の地下水は扇頂部に近い地区ほど水比抵抗が
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　ず第i勲隠iに／辛川馨訴i期扇）次／磁に本煮け恐自1鶴麟置・甑ド水の雌く

比抵抗と水温を等値線で示し．てある』の地E翼の水比抵

抗は器，000一欝，○蝕麗レ鷺灘を示し，爾側臓期扇状地と梓

川沿いの地区が高く，豊科町上、鴇羽一荒井一踏入にかけ

　ぐの地区が最も低くなつている。、穂高鱒率お猛には水／北擢嚢

抗鎗，○⑪磁＞C驚以上を示す良質な地下水がみられ，穂高

駅から安曇橋の方向に舌状に延：びてお蜂，顕著な透水帯

を作つてい櫛。地下水の淵、度はおおむね績期扇状地、では

捻一欝℃を示し新期扇状地の大部分の地区では欝一欝

℃を示している．また新期扇状地のうち穂高憩常の透水

帯の地、区および梓川沿いの地1鑑は鷺一欝℃の水温を承

し，雇ぐv、る窃

　地下水の水位，水沈抵抗などの測定結果力きら調査地域

の／慰隔ドガくの溝鳶婁鯛飛歌兄と繊糸合1原は、おお．1＝そ次の、ように5縁禽．

られる．地下水の流動方向は大騰的には周辺iし1麓部から

滲》水／轡帯よに向か／二）て珪父鰍餅藷に萎籍まつてマ・るが讐輔ヒプy讐i蕩1頼

川沿いの地区よ！）も，鳥州日期扇状地から梓川新期扇状

地にかけての地区の方が，流動が活発であ鵜，、向晒側旧期

扇状地群の地㎜iぐ水は、金般的に湧水地帯に向け流動してい

るが，　とくに、時川，肇是川合藩義、監、穣から1憲誇禅ゴ擁鷲頻ll多等：々ノヲ

にかけての／也墜ンぐ警激き驚重力が漣鐸篶であ1）良々子な透il水’講を／移

／戎してい嶺こと濠鷲うカ、鳶叢ン1、，露も添，，また耀辛邦幹貸いの逢拠、憾二、に

は梓川二表薪燕水から／歩i諦嚢泰暴ギぐい憶亀，のと考えられる蚤癒‘ド

水が賦浮／』ぐおP湧水地帯に向け流動し，豊科町、ヒ鳥羽

一荒井縁踏入を結んだ地区で瀟側旧期扇状地からの地下

水菰混・合／、ジている．幸易水期におけ礁地下ヌ1くの供餐㌢源は，

河川および用水路の表流水であるが，梓川および烏川を

除いては，大きな｛共糸斜原とな9てマ・ない．欝も水1期にはぞ可

玉難一 ま慧（礒）
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松本盆地北部の地下水（岸　和男・菅野敏夫・後藤隼次〉

／

・／

／／

7

　　　v　　　　い際藤，慈β

　　　　　　！　蟻

＼鱒樹
　、覚

漢王9麟　　総本鍵醜悲部におけ擦1麹勲面簸響水の

　　　水比撮抗お，虻ぴ水澱等億線

N叢

　爆

　餐

川および用水路の表流水からの供給もかなり多くなるが，

湛水田からの浸透供給がきわめて大きいものと考えられ

る．

響．　地下水供給灘諏開発町能鍵

　調査地域内の各河川および水田などからの地下水供給

量と湧水地帯における湧水量との差をみると，非かんが

い期匿は湧水量7一膿ボ煙鳶に対丸、地下水供給量は農

璽が煙章程度と推定され，湧水量が3一鷲がノ灘》多く，

かんがい期には，湧水量20一器瓢3／瓢に対し供給量は

約30m3／総Cと推定されるので供給量が蕪～欝m3〆躍多

い．このように讃地域ではかんがい期における河川表流

水および湛水田からの地下水供給量がきわめて多く，供

給された地下水は扇状地中に貯溜され，非かんがい期に

除々に湧水地帯に湧出するものと、懲われる，このような

現象は扇状地の申流部における地下水位の径年変化によ

つても明らかにπ養さ才してマ・る偵

　以上のことから湧水地帯周辺で地下水を大量に揚水す

れば非かんがい期は問接的に湧水地帯に影響するが，か

んがい期には影響の度合がごく少ないものと考えられ

る．たとえば，かんがい期に地下水を＄G万鷺3／撫y揚水

した場合，地下水供給量と湧水量との差の編頓Lか相当

しないので，湧水地帯への影響はごく少なく，か箏に直

接影響したとしても湧水量2G一欝バ／灘ズ）うち翫潔3／鰍

程度が少なくなるだけで，実際には問題にはならないで

あろう．非かんがい期においては湧水地帯のごく近くで

難○万鴛轡躍揚水した場合，湧水量7～欝ヱが！S¢鶏のうち

骸～藝灘騒！S礁鷺程度は減少するものと考えなくてはならな

い．ただし湧水地帯から，距離を離し分散して揚水すれ

ば，湧水地帯への影響は，かな9少なくなるものと考え

られる．このように地下水を年間を通じて大量に取得す

る揚合には，かんがい期には問題はないので，冬期にお

ける湧水地帯の湧水量をどの程度まで減少させられるか

によつて地下水開発量が定ま忙）てくる，

畿　水利胴の現混

　前にも述べたように調査地域内に流入する諸河川（農

具川を除く）の表流水は扇状地の上，中流部において，

かんがい用水および発電用水にほとんど全量が取水され

申・下流部では豊水時を除いては水無州となつている，

したがつてこれらの濁川からは工業用水および上水道水

とも取水しておらず，今後もそ賦）取得はむずかしい．た

だし農具川は青木湖から常時放流されており下流の化学

工場で工業用に若干利用されている．また梓川合流点か

ら下流の犀川および万水川の下流では渇水期でもかな診

の流量を維持しており，現荏は工業用水に利用されてな

いが，工業用としての利用の可能性が残されている・

　地下水は工業用・農業用・上水道用にそれぞれ利用さ

れ，調査地域内で約驚本騨）井戸が掘られている，使用目

的別および深度別の井戸本数は第姦表に，おもな井戸の

地理的分布は第2⑪図に示してある．それによると浅井

戸，深井戸とも烏川扇状地中下流部が最も多く次いで鹿

島川扇状地下流部に深度灘一馨伽の井戸が数本みられる．

第墨表　　松本盆地北部における零順目的

別および深度劉のヂ二芦本数

井群深麓（瓢）　農業用

　薫細　簸

　膿一　鐙

　30～　欝
　餐o酎　雛

　静o欄蒐欝

　集⑳以上

鐙m以上である
が不明のもの

禽

約欝

嚢

約欝曝

工業驚

亙

7
3

i

鷺

水道用

虞

風

4
／

s
4

ig

合　計

約窯○

　熱
　懲
　7

　蔭
　沁

渉

鶉水鎌轟go驚3／醸y嵐Wヒの井拶のみ

擬業用は暴薄一撃鴛の閥のみ鱒水寒れる

約67

鷲一（窯綴〉
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松本盆地北都の地下水（岸　和男・菅野敏夫・後藤隼次）

　＄．豊工業用水

　調査地域の工業用水は地下水と表流水を水源とし，表

流水は大町市の昭和電ユニK．K．で礒量約欝，む0飯が〆灘

を取得している．地下水を工業用としてやや多量に取得

している工場は豊科町および大町市の呉羽紡績鷲驚お

よび，大町市の昭和電工K，蕉であり，そのほかの工場

では，、1二水道水を利用しているか，地下水を利用してい

てもごく少量⑱Q鰍がノd鞭以下＞である．各工場の取得

量は呉羽紡績K．K．豊科工場が約7，00（）ガ／轟y，同大町

工場が約憩，○倉飯が／δ響であ夢，冬期は上記の約半量と

なる．昭和電工の取得量は河川表流水の取得量によつて

増減し最大窓，む00が／撫y程度，平均約農，00蟻獄議ノ酷y程

度と思われる．

　鍵．隷農業用水およびよ水道水

　この地域のかんがい用井戸は，その大部分が烏川扇状

地に集ま饗，そのほかの地区では神戸原と黒沢川扇状地

下流部に，それぞれi本掘られている．井戸深度は数驚

・》欝0難であ1），驚驚以浅の浅井戸は乳川と烏川グ）合流

点付近に憩数本が集まつている．深井戸の本数は約欝本

であり旧期扇状地の中流蔀に点在している．これらの井

戸はかんがい期（器月中旬から繋月初旬）のみ揚水され，

ポンプ能力から推定すると地下水取得量は最大揚水時に

おいて約駐6，0⑪Om呂／（1騨に達する。

　調査地域¢）大部分の市町村では水道が敷設されてお聾，

地下水をその水源とじてい嶺．水道水の総取得量は合計

約30，ゆ0（）ml饗鯉であ！），そのうち約欝，鰍）騰曝鰐が

深井戸によつて取得され，約窯○，○ゆOm3／d縛が浅井戸お

よび暗渠等で取水されている．

麟．　蓑流水お慮び地下水の水質

　験識試料採取について

　松本盆地に分布する河川水および地下水などの水質を

明らかにする目的で，それぞれ代表地点を選び分析試料

を採取した．試料の内訳は湖水嵐点（蜘謹），河川水8

、1、寒（No藩～嚢），湧水窯点（醤熊欝，慧〉および地下水綴

点（N焦鴛～感6）の合計鵜点でめる。水質分析結果およ

び試料採取地点を第饗表と第謙図に示す、，（第難表およ

び第2i図参照）

　讐．窯　河川水の水質的特徴

　盆地内を流れる各河川の、鉱流瀧域の地質を大きく分類

すると，大略花嶺岩類と古生層などの古期岩類に大別で

きる・すなわち蓋地北方流域の地質は主として花騰岩

類で構成され、，盆地南方流域の地質は主として古生層な

ど闘）古期岩類で構成されている．地質の違つた地帯を流

下した河川水の水質を化学成分的に検討した結果では

M酬「！C鼠艶はミリグラム当量（即m）比に差が認めら

れる．すなわち，花崩岩分布地域（盆地北部方藤）を流

れる河川水はこの比が甑欝以下の小さい値を示すのに

　き

　　　セ　　　蝋　ン動

魁　1卿
鑑＼

　　　　　　帰

　　　　バ

懸湘彗水

Q地下水

尋
｛

十一

　1

　．＿ダ

讐汐’

　　　　　　　　　破O　　　　P，　　〃〆

、ズ

＿／碁勝〆

　　　　　　　　　　露5

驚滋麟　　轍本盆蟻分析試料採取撫点図

7

ズ
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地質調査所月報（第鷲巻第墨号）

第難表　　松本盆地の陸水

番号

薫

2
3
4
藝

尋

7
婁

嚢

鎗

慧』

捻
／3

i4
15

16
！7

欝
19
20

2蓋

22
23
2爆

欝

鶉
欝
覚8

29
3G

綴
32
33
34
額

36
37
3呂

39
40

凝
盈
毒3

毅
藤

4導

試　料　採　取　地　点

大町市木崎湖（歯崎）
　〃　鹿鶴川（鹿熱橋）
　が　高瀬撮
　が　乳　規
　〃　中房川

穂高町鳥川（須砂渡発電所）
松本市梓用（梓橋）
　が　鎖川（ ヒ橋）

　　　奈良井川（今村橋）
大晦市居、谷塁水源

　が　大出湧水
　が　関西電力KK　　　嵐母井
　が　　　　が　　　　　　　　窯号二弗

　〃　呉羽紡績KK大町工場2轡井
　が　昭和電王KK大町二雛螂監培井

松川町藤塚農業用井懲
　〃　松環．1二水道水源

　〃　大泉寺簡易水道水源
池田町池繊 ヒ水道水源
　〃　池田醸造合資会疑

　〃　誉明水道水源
　〃　天神原農業用井戸　i帰井
　〃　窟磁編．拙農業用井芦
　が　穂高1二水遵水源　　！讐井
　〃　粕矢丁簡易水道水源

堀金村堀金水源
　4　豊科第風水源
　が　が　第暴水源
　〃　が　南都水源　驚轡井
　〃　呉羽紡績KK豊科工場3号井

　ガ　熊倉反所
薫郷村窯郷農業用井芦

　が　三郷第1水源
松本市島内水源（旧）
　が　　が　　（新）
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地質調査所粥報（第鷲巻第喚号）
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松本盈地北部の地下水（岸　麹男・菅野敏夫・後藤隼次）

およびその他種々の要因が考えられるが，すくなくも，

河川流蛾面積が大であること，河川の流過距離が長い事

実などが，要因の一つとなつていることは間違いない。

各河川のCヒ値を比較検討した結果では，高瀬川およ

び梓川の両河川は欝p鱒台を示し，他溜川に較べて多

くなつている、

　また，他に較べて，とくに水温が高い河川水がある

が，水温の高低は流過距離，流速，流量，気温の影響お

よび地下水の湧出などに関連してお夢，鎖川・奈良井川

などの水温が高いのは試料採取時に比較的水量が少癒か

つた関係で，気温の影響を強くうけたものであろう。

　嚢．難　地下水の水質

　地下水の溶存成分の当量換算値の総量は比較的少なく

翫欝一慮蔦銀撚でその平均値は焦器卿驚となつてい

る．全般的には硬度は小さく，また鉄分も非常に少ない

値を示し良好な水質といえる．ただ松本市東部N倉。3暮

と，東南部蜘．鍛，蕪のS点が溶存成分量からも，蜜

た各成分の組成からも盆地一般の地下水とちがつた水質

を示している．

　甑鼠蕊麟墨とRpR
　曄は全体に中性より弱酸性側の値を示す傾向がみら

れ，騨麟一銭灘の範闘にある、また獅鷺と毒との

差が大きく倉漆一〇麟の値を示すものが多い。　疑蕪と

R両との差は，被圧地下水では概略，～般に肇論一〇藩

の値のものが普通である．本盆地¢）地下水が，．上述のよ

うに大きな値を示すものが多いことは，地下水がすべて

自由面的な性格，すなわち，その流動が，かなり活発で

表層からの影響を強く受けていることに基因するものと

思われる．

　麟．講．慧陰イオン

　陰イオンの分析値はアルカリ度がむ．雛磁．3銀m，Cヒ

が窯～盤鱒職　SO許が葱一欝聾灘の範囲で，理0ゼは

ほとんど検出されない．第2驚図（陰イオン’分布図〉はア

ルカリ度碁灘一置講銀驚，Cヒ御P騰（甑器鳶翌驚儀），＄（）非

欝一欝鞭騰（倉澱一静鴎囎婁難）の分布範囲を示したもの

である．アルカ茎ノ度は松本市と豊科町周辺部を境とし，

その内側には甑＄擁．婁館騰を示す地下水が分布し，外

側ではこれより少ない。

　Cレの＄貰）騰線は各河川の扇状地のほぼ中央を通つて

おり，これより鷺側では低く，東側では高い値を示して

いる．そして欝即雛以上の値を示す点は平坦地にみら

れるが，これらはいずれも地上汚染によるものであろ

つ“

　SO許は陰イオン中で増加の幅が比較的大きく，欝一

欝脚難の範閉を示すものはCl鼎の鋒pp驚の線に沿つた

東側から扇状地の末端にかけて分布している。このよう

にSO倉が扇状地の末端に向かつて増加しているとい

う事実は，少なくとも帯水麟が還元的な環境ではないと

考えて差支えない．

　麟．鼠欝　陽イオン

　陽イオンプ）分析値はNバが慧一憩脚撒，K牽が○、填一

雛漁滞撚，C畿欝が婆一濾即m，継慕㍗が○．2～姦．蕪脚驚で

ある、

　1壌イオンの護易舎と同じように蓉バ《蕃～嚢PP燃　（0．濤6一

（気騒嚢綴》燃）誓K噺　蕊誕蓄欄鑑（＞PP驚　（（）．（）3醜（＞，（罵難P貰烹〉肇　（）ヂ牽

欝一認脚撒臓き磁護鱒裏灘〉，Mず欝護一嵐6P玉灘（今．露

魂憾嬢驚）の分布範闘を第器図雛，舞にそれぞれ示し

ている、これを陰イオンの場合の第鷺図と比較すると

NパとSOノ呵，さらに磁難とアルカリ度などが当量関

係で非常に近似した分布範閉を示している、，

　これらの結果から考えられることは，当地域において

はS儀恥はNぺと関連して増減しているようにみうけ

られることである。なお，当地区の地下水は前述のよう

に鉄がきわめて少なく，（簸灘はほとんど検出されない

ことが多い〉また，＄量儀も欝一33PP蝋平均欝．鞠鱒∬

と…般の地下水としては非常に少ない値を示Lており，

さらに，CODも低くきわめて良好な水質ということが

できる、，

難．結　　語

　松本盆地北部地域は一部の地区を除き良質な地下水が

比較的豊富であり，今後の開発利用が期待される。また

豊富な湧水を利用できるような措置が講ぜられれば，産

業用水として有利な温度び）低い良質の水が大量に取得で

きよう．

　当地城において工業用水道などの大規模な地下水の取

得を行なうためには，さらに精確な地下水調査を行ない，

一年を通じた地下水の収支を明らかにする、ことが必要で

ある．

　大町市付近は地下水位が地表から誌G騰以上にも下り，

かつ年々低下してお聲，今後の地下水開発は容易ではな

い．この地区ではさしあた診，基盤の形態とその深さ，

などを明らかにすることが必要であり，さらに揚水試験

を含む精裕な地下水調査を早急に行ない，減少する地下

水の｛呆全をはからなければならない．

　当地域の容水地盤は，豊科町付近で最大蒲0黒の深さ

裏で確認されているが，その全容は明ら）かでないので，

今後各地区において基盤に達するまでのボー一リングなど

を行ない，当地域の容水地盤の規模を明らかにしておく

こともまた将来の地下水開発にとつて重要なことであ

雛一（譲慧〉
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　　　　　　　　　　蜜灘交献

　1）岸　和男他熱名く欝弱3磨松本市およびその南郊に
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（第鴛巻第違号）
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　鋤　南安曇郡誌改訂編纂会（欝灘兎南安曇郡誌，鴨1．！

　鋤　長野県地学会（鍛欝）＝幾野県地質題1

　4）　長野県（麹60）；長野県工場適地調査欝

　難）　長野県（欝藝o昇水泣流量年表
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